
































































































































































































































　　 　　 　 　　　　　　　　　
（五八二）
①の傍線部において、院の過酷な運命と生きづらさが語られてはいるが、それを先の世の罪業によって「かかる歎き」になったと仏法の論理で理解することで自己解決し いて、②において、阿弥陀如来 衆生救済の誓願にすがり、極楽浄土への往生を祈念する旨が記され、願文的色彩を帯び いる。そし 注目すべ ことは②の点線部および③ 反歌における内容で、俊成と浄土にて再会し、狂言綺語である和歌を詠み交わし、翻して法と為すまで互いに語り合いたいと切望している。　
これに対して俊成は、 「都におはしましし時、かやうの道にも




































































　　 　　 　 　　　　　　　　　　
（五八四）















































































































































































































































































































































がら、崇徳院が怨霊化し都にて跋扈・跳躍した と 語っので、 「よしや君」と詠むこと 仏法 論理で一時的に説き伏せたに過ぎず、結局は、怨霊が出現する環境を整えるような役割を果たしたということであろう。　
讃岐の西行の物語は院の霊前では涕泣するのが常であるが、こ
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（一一七五）までに成ったとする。その後、 「恋百十首」を加え、それに付随する跋文まで 増補（一三五〇番まで）され、さらに⑥からはじまる、四国行脚の讃岐詠群（一三六九番） 増補されている。それぞれがどの時期に増補されたのかは諸説あって原型部分の範囲等も含めてさらなる検証 余地を残すが、⑥⑦⑧は、「恋百十首」の箇所のさらなる増補部分であることは重要である。また⑥⑧は、 『山家心中集』 （三六五・三六六）に入っていて、 『山家心中集』の成立は西行が伊勢へ移住す 直前 治承初期あたりの成立を想定するとして、 以前の増補ということになろう 。　
問題としては、讃岐の松山にて詠まれたその折の西行の意図と



























































































































































































※使用本文を以下に記す。 『今鏡』…『今鏡全釈』 、 『保元物語』 『宝物集』…『新日本古典文学大系』 （岩波書店） 、 『撰集抄』…『西行全集』 （宮内庁書陵部本） 、 『俊頼髄脳』…『歌論集 （日本古典文学全集
　





語』 （勉誠出版） 、和歌の本文…『新編国歌大観』 。なお適宜、濁
28
点を付し、漢字を当てた箇所がある。
〈ひらた
　ひでお／本学教授〉
